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一　

は
じ
め
に

　

日
本
民
法
七
〇
九
条
が
定
め
る
「
権
利
侵
害
」
の
要
件
は
、「
第
七
百
九
条
ハ
故
意
又
ハ
過
失
ニ
因
リ
テ
法
規
違
反
ノ
行
為
ニ
出
テ
以
テ

他
人
ヲ
侵
害
シ
タ
ル
者
ハ
之
ニ
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ヲ
賠
償
ス
ル
責
ニ
任
ス
ト
云
フ
カ
如
キ
広
汎
ナ
ル
意
味
ニ
外
ナ
ラ
ス
其
ノ
侵
害
ノ
対

象
ハ
…
（
略
）
…
厳
密
ナ
ル
意
味
ニ
於
テ
ハ
未
タ
目
ス
ル
ニ
権
利
ヲ
以
テ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
而
モ
法
律
上
保
護
セ
ラ
ル
ル
一
ノ
利
益
ナ
ル
コ

ト
ア
ル
ヘ
ク
」
と
す
る
大
学
湯
事
件
判
決
（
大
判
大
正
一
四
年
一
一
月
二
八
日
民
集
四
巻
六
七
〇
頁（

１
））

や
末
川
博
の
「
権
利
侵
害
論
」（
初

出
一
九
三
〇
年（

２
））

を
契
機
と
し
て
「
違
法
性
」
と
読
み
替
え
ら
れ
た
う
え
で
、
被
侵
害
利
益
の
種
類
と
侵
害
行
為
の
態
様
と
の
相
関
関
係
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ（

３
）、

こ
の
考
え
が
通
説
化
し
た（

４
）。

　

こ
の
通
説
に
対
し
て
は
、
平
井
宜
雄
に
よ
っ
て
、
違
法
性
と
過
失
を
区
別
す
る
こ
と
に
疑
問
が
提
起
さ
れ
、「
違
法
性
」
概
念
は
、
判
例

上
意
味
を
失
っ
て
い
る
と
さ
れ
た（

５
）。

し
か
し
、
平
井
ら
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
違
法
性
」
概
念
は
、
判
例
に
お
い
て
維
持
さ
れ
て
い

る（
６
）。

特
に
、
新
し
い
法
益
で
あ
る
、
純
粋
経
済
損
失
、
第
三
者
の
債
権
侵
害
、
虚
偽
の
情
報
、
名
誉
侵
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
環
境
利

益
な
ど
に
つ
い
て
不
法
行
為
責
任
を
問
題
に
す
る
際
に
は
、「
違
法
性
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る（

７
）。

た
と
え
ば
氏
名
の
呼
称
に
関

す
る
最
判
昭
和
六
三
年
二
月
一
六
日
民
集
四
二
巻
二
号
二
七
頁
は
「
被
上
告
人
が
上
告
人
の
氏
名
を
慣
用
的
な
方
法
で
あ
る
日
本
語
読
み
に

よ
っ
て
呼
称
し
た
右
行
為
に
は
違
法
性
が
な
く
」（
傍
線
は
田
中
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
）
と
判
示
し
、
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
な
か
っ

た
。
ま
た
、
景
観
利
益
に
関
す
る
最
判
平
成
一
八
年
三
月
三
〇
日
民
集
六
〇
巻
三
号
九
四
八
頁
（
国
立
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
訴
訟
上
告
審
判
決
）

も
「
建
物
の
建
築
が
第
三
者
に
対
す
る
関
係
に
お
い
て
景
観
利
益
の
違
法
な
侵
害
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
被
侵
害
利
益
で
あ
る
景
観
利
益
の

性
質
と
内
容
、
当
該
景
観
の
所
在
地
の
地
域
環
境
、
侵
害
行
為
の
態
様
、
程
度
、
侵
害
の
経
過
等
を
総
合
的
に
考
察
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ

る
」
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
違
法
性
」
概
念
は
今
日
な
お
一
定
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
前

（法政研究 85－３・４－200）
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提
作
業
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
も
の
の（

８
）、

史
料
は
読
み
返
す
度
に
何
ら
か
の
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
は
先
行
研
究
の
結
論
を
確
認
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
日
本
民
法
典
の
起
草
過
程
な
ら
び
に

末
川
・
我
妻
に
代
表
さ
れ
る
通
説
に
お
け
る
「
違
法
性
」
概
念
の
内
容
と
そ
れ
に
期
待
さ
れ
て
い
た
機
能
、
そ
し
て
、
そ
の
通
説
に
対
す
る

平
井
の
批
判
内
容
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
整
理
し
た
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
二
〇
〇
四
年
改
正
に
よ
る
民
法
の
現
代
語
化
に
際
し
て
、
確
立
し
た
判
例
を
確
認
す
る
も
の
と
し
て
「
法
律
上
保
護
さ
れ

る
利
益
」
と
い
う
概
念
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
、
違
法
性
と
の
関
係
で
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
先
に

言
及
し
た
氏
名
の
呼
称
に
関
す
る
最
高
裁
昭
和
六
三
年
判
決
は
改
正
前
の
も
の
で
あ
る
が
、「
人
は
、
他
人
か
ら
そ
の
氏
名
を
正
確
に
呼
称

さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
法
上
の
保
護
を
受
け
う
る
人
格
的
な
利
益
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏

名
を
正
確
に
呼
称
さ
れ
る
利
益
は
、
氏
名
を
他
人
に
冒
用
さ
れ
な
い
権
利
・
利
益
と
異
な
り
、
そ
の
性
質
上
不
法
行
為
法
上
の
利
益
と
し
て

必
ず
し
も
十
分
に
強
固
な
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
他
人
に
不
正
確
な
呼
称
を
さ
れ
た
か
ら
と
い
つ
て
、
直
ち
に
不
法
行
為
が
成
立
す
る

と
い
う
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
、
法
律
上
の
保
護
を
受
け
う
る
利
益
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
違
法
性
を
問
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

景
観
利
益
に
関
す
る
最
高
裁
平
成
一
八
年
判
決
も
「
良
好
な
景
観
に
近
接
す
る
地
域
内
に
居
住
し
、
そ
の
恵
沢
を
日
常
的
に
享
受
し
て
い
る

者
は
、
良
好
な
景
観
が
有
す
る
客
観
的
な
価
値
の
侵
害
に
対
し
て
密
接
な
利
害
関
係
を
有
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
が

有
す
る
良
好
な
景
観
の
恵
沢
を
享
受
す
る
利
益
（
以
下
「
景
観
利
益
」
と
い
う
。）
は
、
法
律
上
保
護
に
値
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
」「
も
っ
と
も
、
こ
の
景
観
利
益
の
内
容
は
、
景
観
の
性
質
、
態
様
等
に
よ
っ
て
異
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
し
、
社
会
の
変
化
に
伴
っ

て
変
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で
も
あ
る
と
こ
ろ
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
私
法
上
の
権
利
と
い
い
得
る
よ
う
な
明
確
な
実
体
を
有
す
る

も
の
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
景
観
利
益
を
超
え
て
『
景
観
権
』
と
い
う
権
利
性
を
有
す
る
も
の
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
や
は

り
「
法
律
上
保
護
に
値
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
違
法
性
を
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
判
決
に
お
い
て
は
、「
法
律

上
保
護
さ
れ
る
利
益
」
は
「
権
利
」
と
区
別
さ
れ
た
う
え
で
、
そ
の
侵
害
の
「
違
法
性
」
が
判
断
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
相
互
の
関
係
も

（85－３・４－201）
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明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
権
利
侵
害
要
件
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
形
で
存
置
し
よ
う
と
す
る
立
場
も
あ
り
、
む
し
ろ
最
近
で

は
勢
い
を
盛
り
返
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
改
正
が
「
権
利
」
侵
害
要
件
を
残
し
た
点
で
は
、
そ

れ
ら
の
立
場
と
親
和
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
関
係
す
る（

９
）。

　

さ
ら
に
、「
違
法
性
」
概
念
の
検
討
は
、
法
統
一
と
の
関
係
で
も
問
題
に
な
る
。
今
日
、
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
法
統
一
が
問

題
に
な
っ
て
お
り
、
不
法
行
為
法
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
違
法
性
」
を
不
法
行
為
の
要
件
と
す
る
国
と
そ
う
で
な
い
国
が
存
在
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
民
法
典
八
二
三
条
一
項
は
「
故
意
又
は
過
失
に
よ
り
他
人
の
生
命
、
身
体
、
健
康
、
自
由
、
所
有
権
又
は
そ

の
他
の
権
利
を
違
法
に
〔w

iderrechtlich

〕
侵
害
し
た
者
は
、
そ
の
他
人
に
対
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負

う
（
（1
（

」（〔　

〕
内
、
田
中
に
よ
る
補
充
）
と
規
定
し
、
違
法
性
が
不
法
行
為
の
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
で
は
韓
国
民
法
七
五
〇
条
も
、

不
法
行
為
の
要
件
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
（1
（

。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
二
四
〇
条
（
二
〇
一
六
年
改
正
前
一
三
八
二
条
）
は
「
他
人
に
損

害
を
発
生
さ
せ
る
人
の
す
べ
て
の
行
為
は
、
そ
の
非
行
（faute

）
に
よ
っ
て
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
者
に
、
そ
れ
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
わ

せ
る

（
（1
（

」
と
規
定
し
て
、
違
法
性
を
要
求
し
て
い
な
い
。
中
国
の
権
利
侵
害
責
任
法
六
条
一
項
も
「
行
為
者
が
故
意
・
過
失
に
よ
り
他
人
の
民

事
権
益
を
侵
害
し
た
場
合
に
は
、
権
利
侵
害
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
（1
（

」
と
し
、
違
法
性
概
念
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

に
国
ご
と
の
違
い
が
あ
る
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
不
法
行
為
に
お
け
る
「
違
法
性
」
概
念
は
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り

（
（1
（

、「
違

法
性
」
概
念
の
機
能
に
つ
い
て
の
検
討
は
法
統
一
と
の
関
係
で
も
重
要
で
あ
る
。

二　

日
本
民
法
典
の
起
草
過
程

　

民
法
七
〇
九
条
（
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
で
は
七
一
九
条
）
の
起
草
過
程
に
お
け
る
、
特
に
「
違
法
性
」
と
「
過
失
」
の
内
容
及

び
機
能
に
関
す
る
理
解
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
改
め
て
確
認
を
し
た
い
。

（法政研究 85－３・４－202）
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（一）　
権
利
侵
害

⑴　

権
利
侵
害
と
違
法
性

　

権
利
侵
害
と
違
法
性
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い

（
（1
（

。
両
者
が
同
義
で
な
い
こ
と
は
、
正
当
防
衛
及
び
緊
急
避
難
に
関
す
る
民
法
七
二
〇
条

と
な
る
条
文
（
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
で
は
七
二
八
条
）
を
審
議
す
る
際
に
、
富
井
政
章
及
び
梅
謙
次
郎
が
、
正
当
防
衛
・
緊
急
避

難
は
故
意
も
権
利
侵
害
も
あ
り
、
こ
の
規
定
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
不
法
行
為
で
な
く
な
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る

（
（1
（

。
し

か
し
、「
他
ニ
法
ノ
認
メ
タ
権
利
ヲ
害
ス
ル
行
為
デ
ア
リ
マ
ス
レ
バ
必
ズ
不
法
ナ
ル
行
為
」、「
唯
損
害
ガ
生
ジ
タ
ト
云
フ
広
イ
案
デ
モ
イ
カ
ヌ

或
不
法
ノ
コ
ト
ニ
依
テ
生
ズ
ル
損
害
デ
ナ
ケ
レ
バ
イ
カ
ヌ
」、「
権
利
侵
害
、
其
人
ノ
生
命
ト
カ
財
産
ト
カ
或
ハ
名
誉
デ
ア
リ
マ
ス
ル
ト
カ
何

カ
不
法
ノ
権
利
ト
認
メ
タ
ル
モ
ノ
ノ
侵
害
デ
ナ
ケ
レ
バ
債
権
ヲ
生
ゼ
シ
メ
ナ
イ

（
（1
（

」
と
し
て
お
り
、
権
利
侵
害
が
「
不
法
」
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う

（
（1
（

。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
不
法
」
は
、
行
為
の
属
性
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
不
法
行
為
」
と
い
う
題
号
を
論
じ
る
際
に
、
先

に
引
用
し
た
部
分
以
外
で
も
、「
次
ニ
此
損
害
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
債
権
ノ
原
因
斯
ウ
云
フ
具
合
ニ
聞
ヘ
マ
ス
ル
ノ
モ
如
何
デ
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ウ
カ

其
損
害
ヲ
生
ジ
マ
ス
ル
行
為
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
原
因
デ
ア
ツ
テ
其
行
為
ノ
結
果
ト
シ
テ
矢
張
損
害
ガ
生
ズ
ル
之
ニ
債
権
ガ
生
ズ
ル
ト
云
フ
方
ガ

寧
ロ
穏
当
デ
ハ
ア
リ
マ
ス
マ
イ
カ
」、「
損
害
ノ
生
ジ
マ
ス
ル
元
ノ
方
ノ
名
称
ヲ
題
号
ニ
附
ケ
マ
ス
ル
方
ガ
寧
ロ
其
当
ヲ
得
テ
ハ
居
リ
ハ
セ
ナ

イ
カ
ト
考
ヘ
マ
シ
タ

（
（1
（

」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
損
害
を
生
じ
る
行
為
を
問
題
と
し
、
こ
の
行
為
の
う
ち
権
利
を
侵
害
す
る
行
為

を
「
不
法
」
と
し
て
い
る
。

⑵　

権
利
侵
害
の
機
能

　

権
利
侵
害
に
不
法
行
為
の
成
立
範
囲
を
限
定
す
る
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

（
（2
（

。
す
な
わ
ち
、「
本
案
ニ
採
リ
マ
シ

タ
主
義
ニ
ス
ル
ト
必
ズ
他
人
ノ
権
利
ヲ
害
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ル

（
（2
（

」
と
さ
れ
、
ま
た
、「
何
カ
不
法
ノ
権
利
ト
認
メ
タ
モ
ノ
ノ
侵
害
デ
ナ

（85－３・４－203）
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ケ
レ
バ
債
権
ヲ
生
ゼ
シ
メ
ナ
イ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
何
レ
ノ
国
ノ
規
定
モ
帰
ス
ル
ヤ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
さ
れ
、「
過
失
又
ハ
懈
怠
ニ
因
リ
テ

他
人
ニ
損
害
ヲ
加
ヘ
タ
ル
者
ハ
其
賠
償
ヲ
為
ス
責
ニ
任
ス
」
と
規
定
す
る
旧
民
法
財
産
編
三
七
〇
条
も
同
趣
旨
と
思
わ
れ
る
も
の
の
不
完

全
・
不
明
瞭
で
あ
り
、「
如
何
ナ
ル
損
害
デ
モ
如
何
ナ
ル
コ
ト
ニ
依
ツ
テ
生
ズ
ル
損
害
デ
モ
宜
イ
カ
悪
ル
イ
カ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
総
テ
分
リ
マ

セ
ヌ
」
と
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
権
利
侵
害
で
な
け
れ
ば
損
害
賠
償
責
任
が
発
生
し
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
不
法
行
為
の
成
立
範
囲
が
権
利
侵
害
の

要
件
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
権
利
」
に
は
、
生
命
、
財
産
、
身
体
、
自
由
、
名
誉
等
が
含
ま
れ

（
（2
（

、
ま
た
、
表
意
者
が
過

失
あ
る
錯
誤
に
よ
り
相
手
方
に
損
害
を
与
え
た
場
合
や
原
始
的
不
能
に
よ
っ
て
契
約
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
も
不
法
行
為
に
よ
る
責
任
が

発
生
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り

（
（2
（

、「
権
利
侵
害
」
の
範
囲
は
か
な
り
広
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
成
立
範
囲
の
制
限
に
関
係
し
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
に
重
点
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
被
害
者
の
範
囲
も
、
侵
害
さ
れ
た
「
権

利
」
の
主
体
で
画
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
戸
主
が
傷
つ
け
ら
れ
て
扶
養
義
務
が
果
た
せ
な
く
な
っ
た
場
合
の
、
扶
養
さ
れ
て
い
た
者
に

つ
い
て
「
扶
養
ノ
権
利
ト
言
ヒ
マ
ス
カ
ド
ウ
デ
ス
カ
権
利
者
ハ
権
利
ヲ
害
サ
レ
タ
ニ
依
ツ
テ
生
ズ
ル
自
分
ノ
損
失
丈
ケ
ハ
勿
論
受
ケ
ル
コ
ト

ガ
出
来
ル
年
金
者
抔
モ
前
ニ
明
文
ガ
ア
リ
マ
シ
タ
ナ
ラ
バ
当
然
年
金
ヲ
受
ケ
ル
権
利
ガ
ア
ル
其
年
金
者
ガ
他
人
ノ
不
法
行
為
ノ
為
メ
ニ
死
ン

デ
仕
舞
フ
テ
年
金
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
ク
ナ
ル
サ
ウ
ス
ル
ト
己
レ
ノ
権
利
ヲ
害
サ
レ
タ
、
夫
レ
ガ
己
レ
ノ
権
利
ヲ
害
サ
レ
タ
ト
云
フ
範

囲
内
ニ
於
テ
ハ
行
ケ
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
」、
そ
れ
に
対
し
て
「
唯
私
ガ
書
生
ヲ
救
助
シ
テ
居
ツ
タ
並
ノ
救
助
デ
ア
ツ
テ
譬
ヘ
バ
私
ガ
傷
ケ

ラ
レ
テ
勤
メ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ナ
ク
ナ
ツ
タ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
場
合
ニ
ハ
是
ハ
権
利
デ
ナ
イ
カ
ラ
ド
ウ
モ
其
加
害
者
ニ
対
シ
テ
損
害
賠
償
ヲ

請
求
ス
ル
コ
ト
ハ
出
来
ナ
イ
畢
竟
権
利
ノ
有
無
デ
モ
其
境
ヒ
ガ
定
マ
リ
マ
ス
ル
積
リ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
し
て
い
る

（
（2
（

。
ま
た
、
水
害
防
止
の
た

め
の
掻
上
げ
堤
に
つ
い
て
、
穂
積
は
「
夫
レ
カ
ラ
自
分
ノ
是
マ
デ
拵
エ
テ
居
ツ
タ
掻
上
ゲ
堤
ト
カ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
自
分
ノ
保
護
ノ
為
メ

ニ
拵
エ
テ
居
ル
併
シ
ナ
ガ
ラ
他
人
モ
夫
レ
ニ
依
ツ
テ
利
益
シ
テ
居
ル
他
人
ヨ
リ
請
求
サ
レ
ル
コ
ト
モ
ナ
イ
又
他
人
ニ
対
シ
テ
ち
つ
と
も
保
存

ス
ル
義
務
モ
ナ
イ
夫
レ
ナ
ラ
バ
自
分
デ
取
除
カ
ウ
ガ
又
ハ
自
分
ノ
過
失
ニ
依
ツ
テ
破
壊
シ
ヤ
ウ
ガ
少
シ
モ
夫
レ
ガ
為
メ
ニ
他
人
ノ
権
利
ヲ
侵

害
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
ナ
ル
マ
イ
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
、
富
井
も
「
只
今
ノ
場
合
ハ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ハ
ナ
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ラ
ナ
イ
方
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
カ
自
分
ガ
其
堤
防
ヲ
築
カ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
フ
義
務
ガ
ア
ル
即
チ
後
ノ
所
有
者
ハ
堤
防
ヲ
築
カ
セ
ル
権
利

ヲ
持
ツ
テ
居
ツ
テ
其
堤
防
ヲ
取
ツ
テ
仕
舞
ツ
タ
ノ
ナ
ラ
バ
他
人
ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ
ノ
デ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
サ
ウ
云
フ
コ
ト
デ
ハ
ナ
ク
テ
所
有

者
ガ
勝
手
ニ
シ
テ
モ
セ
ヌ
デ
モ
宜
イ
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
デ
其
間
接
ノ
結
果
ト
シ
テ
他
人
ニ
損
害
ヲ
加
ヘ
タ
ト
云
フ
ノ
ナ
ラ
バ
夫
レ
ハ
他
人

ノ
権
利
ヲ
侵
害
シ
タ
方
ニ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
ト
私
ハ
思
ヒ
マ
ス

（
（2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
債
権
も
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
自
ら
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
な
け
れ
ば
、
他
の
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
結
果
と
し
て
自
ら
に
損
害
が
発
生
し
て
い
た
と
し
て
も
損
害
賠
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

（二）　
過
失
の
理
解

　

過
失
は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
起
草
者
が
、
行
為
者
の
心
理
状
態
と
理
解
し
て
い
た
の
か
、
注
意
義
務
違
反
と
理
解

し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
学
説
の
争
い
が
あ
る

（
（2
（

。
起
草
過
程
に
は
、「
心
ノ
有
様
」
と
い
っ
た
表
現
、「
行
為
ノ
基
ト
ナ
リ
マ
ス
ル
意
思
ノ

有
様

（
（2
（

」
と
い
っ
た
表
現
が
存
在
し
て
い
る
一
方
で
、「
其
為
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
為
サ
ヌ
ト
カ
或
ハ
為
シ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
ヲ
為
ス
ト
カ
又
ハ
為

ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
為
ス
ニ
当
ツ
テ
其
方
法
ガ
当
ヲ
得
ナ
イ
ト
カ
サ
ウ
云
フ
ヤ
ウ
ナ
風
ノ
場
合
ヲ
総
テ
過
失
ト
致
シ
マ
シ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

（
（2
（

」
と

す
る
表
現
も
あ
り
、
明
確
で
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
過
失
は
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
過
失
と
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
穂
積
は
、「
過
失
ト
云
フ
事
柄
ハ
人
ノ
気
風

性
質
等
ニ
依
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
通
常
ノ
十
人
並
ノ
人
ガ
其
事
柄
ノ
性
質
夫
レ
カ
ラ
其
時
其
場
所
ニ
於
テ
通
常
与
フ
ベ

キ
注
意
ヲ
欠
ク
ト
云
フ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス

（
（3
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
具
体
的
行
為
者
で
は
な
く
、
通
常
人
を
基
準
に
し
て
い
る
。
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（三）　

違
法
性
と
過
失
と
の
区
別

　

起
草
過
程
に
お
い
て
違
法
性
と
過
失
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
学
説
に
争
い
が
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は

正
直
な
と
こ
ろ
史
料
か
ら
は
判
ら
な
い
。
穂
積
は
、
故
意
・
過
失
が
な
ぜ
不
法
行
為
の
要
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
説
明
す
る
中
で
、

原
因
主
義
に
つ
い
て
「
其
損
害
ノ
原
因
ノ
正
ト
不
正
ト
ヲ
問
ハ
ズ
必
ズ
元
ノ
通
リ
ニ
直
ス
其
結
果
ヲ
元
ノ
通
リ
ニ
直
ス
ト
云
フ
方
丈
ケ
ヲ
見
テ

居
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ

（
（3
（

」
と
説
明
し
て
お
り
、
故
意
・
過
失
が
「
正
ト
不
正
」
に
関
係
す
る
よ
う
な
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
故
意
・
過
失
と
違
法
性
（
正
と
不
正
）
と
に
区
別
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
仮
に
過
失
が
行
為
義
務
違
反
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
先

に
確
認
し
た
よ
う
に
「
不
法
」（
違
法
性
）
も
行
為
に
関
係
し
て
お
り
、
両
者
は
区
別
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

（
（3
（

。

三　

批
判
さ
れ
た
か
つ
て
の
通
説

（一）　

末
川
の
見
解

　

ま
ず
、
か
つ
て
の
通
説
の
「
違
法
性
」
及
び
「
過
失
」
の
理
解
に
つ
い
て
、
通
説
の
基
礎
を
与
え
た
末
川
に
し
た
が
っ
て
、
確
認
し
て
お

き
た
い
。

⑴　

違
法
性
判
断
の
対
象

　

末
川
は
、
違
法
性
判
断
の
対
象
は
何
か
、
す
な
わ
ち
「
何
が
法
律
上
是
認
さ
れ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
法
律
上
是
認
さ

れ
な
い
と
せ
ら
れ
る
対
象
は
一
体
何
で
あ
り
得
る
か
」
に
つ
い
て
、
大
き
く
分
け
れ
ば
、「
人
の
主
観
的
な
意
識
過
程
を
加
え
た
容
態
の
み
」

が
対
象
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
、
す
な
わ
ち
「
主
観
的
な
見
地
か
ら
人
が
法
律
規
範
に
従
わ
な
い
こ
と
即
ち
義
務
に
違
反
す
る
こ
と
」
を
違

法
と
す
る
考
え
方
（
主
観
的
違
法
）
と
、「
人
の
意
識
過
程
と
全
然
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
る
客
観
的
な
事
実
」
が
対
象
で
あ
る
と
す
る
考

（法政研究 85－３・４－206）
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え
方
、
す
な
わ
ち
「
客
観
的
に
法
律
上
あ
る
べ
き
も
の
と
事
実
上
生
起
し
た
も
の
と
の
間
に
齟
齬
が
存
す
る
こ
と
」
が
違
法
で
あ
る
と
す
る

考
え
方
（
客
観
的
違
法
）
と
が
あ
る
と
す
る

（
（3
（

。

　

そ
の
う
え
で
、
末
川
自
身
は
、
人
の
行
為
に
よ
ら
な
い
場
合
、
た
と
え
ば
暴
風
雨
に
よ
っ
て
樹
木
が
倒
れ
た
場
合
で
も
、
樹
木
が
隣
地
に

倒
れ
て
い
る
状
態
が
、
樹
木
の
除
去
を
命
ず
る
法
的
命
令
を
発
す
る
前
提
と
し
て
違
法
評
価
さ
れ
る
と
し
て
、
客
観
的
違
法
が
認
め
ら
れ
る

と
す
る

（
（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
違
法
評
価
の
対
象
が
人
の
容
態
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
末
川
は
、
不
法
行
為
が
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、

民
法
七
〇
九
条
の
文
言
か
ら
も
、
人
の
容
態
の
み
で
あ
る
と
す
る

（
（3
（

。
そ
し
て
、
法
律
の
世
界
に
お
い
て
は
、
人
と
そ
れ
以
外
の
も
の
が
区
別

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
の
容
態
は
、
意
識
的
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
ほ
か
の
自
然
現
象
と
区
別
し
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
す
る

（
（3
（

。

　

結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
（3
（

。

「
以
上
、
私
は
、
法
律
上
の
価
値
判
断
従
っ
て
違
法
と
い
う
評
価
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
は
、
必
ず
し
も
人
の
容
態
に
の
み
限
ら
る
べ

き
で
は
な
い
こ
と
、
し
か
し
わ
が
民
法
の
規
定
す
る
一
般
的
不
法
行
為
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
人
の
容
態
が
問
題
と
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
人
一
般
の
容
態
と
し
て
綜
合
的
に
観
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、
を
説
い
た
。
こ
う
い
う
見
地
か
ら
す
る
な

ら
ば
、
違
法
と
い
う
の
は
次
節
で
述
べ
る
よ
う
な
標
準
に
従
っ
て
全
然
客
観
的
に
為
さ
れ
る
評
価
で
あ
っ
て
、
た
と
い
人
の
容
態
を
対
象
と

す
る
と
き
で
も
、
そ
の
容
態
に
は
主
観
的
な
意
識
過
程
を
加
え
て
観
る
必
要
は
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
所
謂
主
観
的
違
法
と
い

う
概
念
は
斥
け
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
故
意
過
失
と
い
う
よ
う
な
過
責
（Schuld

）
と
違
法
と
が
截
然

区
別
さ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
わ
が
民
法
の
一
般
的
不
法
行
為
に
関
す
る
原
則
的
規
定
即
ち
第
七
百
九
条
に
つ

い
て
観
る
も
、
同
条
は
故
意
又
は
過
失
と
い
う
要
件
と
権
利
の
侵
害
―
―
私
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
こ
れ
を
違
法
と
評
価
さ
れ
る
行
為
と
解

す
る
―
―
と
い
う
要
件
を
分
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
上
述
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
同
条
の
解
釈
と
し
て
も
よ
く
妥
当
す
る
も
の
と
い
え
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よ
う
。」

　

要
す
る
に
、
違
法
性
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
な
事
実
に
つ
い
て
の
違
法
性
（
違
法
状
態
）
と
人
の
容
態
に
つ
い
て
の
違
法
性
（
違
法
行
為
）

を
区
別
し
、
人
の
容
態
に
つ
い
て
の
違
法
性
も
、
そ
の
主
観
面
と
は
関
係
な
く
、
客
観
的
に
、
す
な
わ
ち
、
法
律
上
あ
る
べ
き
も
の
と
事
実

上
生
起
し
た
も
の
と
の
間
に
齟
齬
が
存
す
る
か
ど
う
か
、
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
人
の
容
態
が
、
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
に
関
係
な
く
、
た
だ
そ
の
外
形
を
対
象
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑵　

故
意
・
過
失

　

主
観
的
な
意
識
過
程
に
関
係
す
る
故
意
・
過
失
の
要
件
は
、
容
態
の
外
形
を
対
象
と
す
る
違
法
性
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
し

か
し
、
末
川
は
、
故
意
・
過
失
を
「
心
理
的
に
観
て
主
観
的
な
要
素
」
と
す
る
こ
と
に
は
反
対
し
、「
即
ち
吾
々
が
か
か
る
過
失
を
或
る
人

に
つ
い
て
認
め
る
と
き
に
は
、
結
果
を
予
見
し
得
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
可
能
性
又
は
蓋
然
性
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
特
定

の
人
に
つ
い
て
具
体
的
に
そ
の
時
に
も
っ
て
い
た
主
観
的
な
意
識
過
程
を
探
究
し
て
決
め
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
人
の
地
位
に
置
き
換
え

ら
れ
て
考
え
ら
る
べ
き
抽
象
的
な
人
に
つ
い
て
決
め
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
末
川
は
、
抽
象
的
な
人
を
標
準
と
す
る
抽
象
的
過
失
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
違
法
性
と
過
責
を
区
別
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
判
断
の
対
象
は
、
容
態
の
外
形
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
容
態
の
主
観
的
な
意
識
過
程
（
予
見
可
能
性
）

を
問
題
に
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
主
観
的
な
意
識
過
程
は
、
当
該
容
態
を
行
な
っ
た
具
体
的
な
個
人
で
は
な
く
、
抽
象
的
な

人
が
当
該
容
態
を
行
な
う
場
合
の
主
観
的
な
意
識
過
程
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

⑶　

違
法
性
判
断
の
標
準

　

違
法
性
判
断
の
対
象
は
、
主
観
的
な
意
識
過
程
と
は
関
係
な
く
、
客
観
的
に
外
部
か
ら
観
察
さ
れ
た
人
の
容
態
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、

次
に
、
そ
の
違
法
性
判
断
の
標
準
に
つ
い
て
、
ま
ず
、「
こ
れ
を
法
律
の
外
に
求
め
よ
う
と
す
る
立
場
と
こ
れ
を
法
律
の
内
に
求
め
よ
う

と
す
る
立
場
の
対
立
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
違
法
を
二
元
的
に
見
る
見
解
と
一
元
的
に
見
る
見
解
と
の
対
立
に
対
応
す
る
と
さ
れ
て
い
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る
。
前
者
の
「
二
元
的
に
観
る
見
解
と
い
う
の
は
、
違
法
と
い
う
評
価
の
標
準
を
求
め
る
の
に
、
一
方
で
は
実
定
的
な
法
律
の
内
に
お
い

て
す
る
と
共
に
、
他
方
で
は
法
律
の
拠
っ
て
も
っ
て
立
っ
て
い
る
支
盤
た
る
社
会
的
文
化
財
の
内
に
お
い
て
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の

見
解
に
あ
っ
て
は
、
違
法
自
体
を
基
点
と
し
て
い
う
な
ら
ば
実
定
的
な
法
律
規
範
に
違
反
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
形
式
的
違
法

（form
elle Rechtsw

idrigkeit

）
と
社
会
の
共
同
生
活
を
実
質
的
に
害
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
の
実
質
的
違
法
（m

aterielle 

Rechtsw
idrigkeit

）
と
の
二
が
区
別
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
元
的
に
観
る
見
解
は
、
そ
の
標
準
を
実
定

的
な
法
律
の
内
に
求
め
よ
う
と
す
る
と
さ
れ
る

（
（3
（

。

　

末
川
は
、「
違
法
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
吾
々
は
常
に
法
律
上
の
判
断
を
為
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
違
法
と
い
え
ば
、
そ
の
言
葉
自
体
が

直
接
に
示
す
よ
う
に
、
法
律
に
違
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
同
語
反
復
の
形
式
を
採
る
も
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
人
も
否
み
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
法
律
を
離
れ
て
違
法
を
語
る
こ
と
は
、
従
っ
て
ま
た
法
律
の
外
に
あ

る
も
の
を
標
準
と
し
て
違
法
と
い
う
評
価
を
為
す
こ
と
は
論
理
的
に
は
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
一
元

的
に
見
る
見
解
を
採
用
し
て
い
る

（
（4
（

。
し
か
し
、
さ
ら
に
、「
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
も
、
先
ず
そ
の
所
謂
法
律
と
は

何
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
に
違
反
す
る
と
は
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
か
、
そ
し
て
前
節
に
述
べ
た
よ
う
な
対
象
に
つ
い
て
そ
れ
が
法
律
に
違

反
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
し
て
認
識
さ
れ
得
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
点
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
、
問
題
は
依
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
に

残
る
」
と
し
て
検
討
を
続
け
て
い
る

（
（4
（

。
そ
し
て
、
今
日
（
近
代
）
の
法
律
の
多
く
が
、
義
務
づ
け
命
令
す
る
命
令
的
法
規
で
は
な
く
、
権
利

を
付
与
す
る
形
で
の
許
容
的
法
規
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
す
る

（
（4
（

。
こ
の
「
許
容
の
本
質
は
、
法
律
が
特
に
禁
ず
る
こ
と
も
な
く
ま
た
命
ず

る
こ
と
も
な
い
け
れ
ど
も
、
な
お
無
関
心
な
態
度
を
執
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
自
由
な
世
界
を
認
め
て
い
る
点
に
存
す
る
」
と
さ
れ
て
い

る
（
（4
（

。

　

末
川
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
解
を
基
礎
に
し
て
、
権
利
を
「
命
令
の
背
後
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
も
の
―
―
即
ち
義
務
の
影
像
―
―
で
あ

る
か
の
よ
う
に
観
る
こ
と
」
に
反
対
し
、「
積
極
的
な
独
立
の
も
の
」
で
あ
り
、
法
律
秩
序
の
一
部
で
あ
る
と
す
る

（
（4
（

。
す
な
わ
ち
、
禁
止
さ
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れ
て
い
な
い
も
の
、
命
令
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
常
に
権
利
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
よ
り
積
極
的
に
、

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
命
令
・
禁
止
と
は
別
な
形
で
法
的
な
意
味
を
も
つ
も
の

（
法
規
の
評
価
的
機
能
）
と
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
法
律
秩
序
の
一
部
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
（4
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
権
利
侵
害
が
違
法
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
う
え
で
、
違
法
は
そ
れ
以
外
に
も
（
許
容
的
法
規
以
外
に
も
）
存
在
す
る
と
し
て

（
（4
（

、
周
知
の
よ
う
に
、
不
法
行
為
の
成

立
範
囲
を
拡
大
す
る
議
論
を
展
開
す
る

（
（4
（

。

（二）　

我
妻
の
見
解

　
「
権
利
侵
害
」
を
違
法
性
と
理
解
す
る
立
場
を
継
承
し
、「
権
利
侵
害
」
の
ほ
か
に
法
規
違
反
や
公
序
良
俗
違
反
と
い
う
違
法
類
型
を
認
め

つ
つ

（
（4
（

、
我
妻
は
、
違
法
性
の
判
断
が
恣
意
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
規
則
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、「
被
侵
害
利
益
の
種
類
と
侵
害
行

為
の
態
容
と
の
相
関
々
係
」
に
よ
っ
て
考
察
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る

（
（4
（

。

　

被
侵
害
利
（
法
）
益
の
種
類
に
つ
い
て
は
、「
単
な
る
利
益
な
る
こ
と
あ
り
、
権
利
な
る
こ
と
あ
り
、
そ
の
権
利
も
所
謂
絶
対
権
な
る
こ

と
あ
り
、
又
相
対
権
に
止
ま
る
こ
と
が
あ
る
」
と
さ
れ
、
侵
害
行
為
の
態
容
に
つ
い
て
は
、「
権
利
の
行
使
な
る
こ
と
あ
り
、
所
謂
自
由
（
放

任
）
行
為
な
る
こ
と
あ
り
、
又
禁
止
規
定
に
違
反
す
る
行
為
な
る
こ
と
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る

（
（5
（

。

　

故
意
・
過
失
に
つ
い
て
は
、「
故
意
と
は
自
己
の
行
為
が
他
人
の
権
利
を
侵
害
し
、
そ
の
他
違
法
と
評
価
せ
ら
れ
る
事
実
を
生
ず
べ
き
こ

と
を
認
識
し
な
が
ら
敢
へ
て
こ
れ
を
な
す
心
理
状
態
で
あ
る
。
過
失
と
は
不
注
意
の
為
め
右
の
事
実
の
生
ず
べ
き
こ
と
を
知
ら
ざ
る
こ
と
で

あ
る

（
（5
（

」
と
し
、「
過
失
は
不
注
意
即
ち
注
意
の
欠
缺
で
あ
る
が
、
そ
の
標
準
と
な
る
注
意
の
程
度
は
行
為
者
自
身
の
平
常
の
注
意
程
度
で
は

な
く
、
法
律
が
社
会
共
同
生
活
の
一
員
と
し
て
要
求
す
る
程
度
の
注
意
で
あ
る

（
（5
（

」
と
し
て
い
る
。
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四　

「
違
法
性
」
概
念
が
不
要
と
さ
れ
る
根
拠

　
「
違
法
性
」
概
念
を
不
要
と
す
る
見
解
は
、
な
ぜ
不
要
と
す
る
の
か
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
「
違
法
性
」
概
念
を
不
要
と
す
る
見
解
の
代
表
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
平
井
宜
雄
で
あ
る
。
平
井
は
、「
違
法
性
」
概
念
に
つ
い

て
、
⒜
「
何
ら
か
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
る
行
為
な
い
し
事
態
の
そ
の
い
わ
ば
『
属
性
』
と
し
て
観
念
す
る
こ
と
ば
」（
最
広
義
）、 

⒝
「
不
法
行
為
法
上
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
加
え
ら
れ
る
（
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
）
行
為
の
属
性
と
し
て
『
違
法
性
』
と
呼
ば
れ
る
場

合
」、
⒞
「
故
意
過
失
（
＝
「
過
責
」）
と
対
置
す
る
意
味
で
『
違
法
性
』
が
用
い
ら
れ
る
場
合
」（
ド
イ
ツ
民
法
上
の
法
技
術
的
構
成
概
念
）

の
三
種
類
が
あ
る
と
し
、
⒞
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、「
分
析
の
た
め
の
道
具
概
念
」
と
し
て
は
、
⒞
の
意
味
で
使
用
す
る
と
す
る

（
（5
（

。

「
こ
の
概
念
の
外
延
は
、
⒜
よ
り
も
狭
く
、
か
つ
責
任
が
除
か
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
⒝
よ
り
狭
い
が
、
民
法
上
の
他
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

（
物
権
的
請
求
権
に
も
と
づ
く
返
還
請
求
を
受
け
る
こ
と
等
）
の
対
象
と
な
る
行
為
を
含
む
点
で
は
⒝
よ
り
広
い
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
『
違

法
性
』
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
当
該
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
問
題
と
な
る
事
態
に
お
い
て
受
け
取
り
手
の
『
意
思
』
以
外
の
要
素
の
属
性

と
し
て
観
念
さ
れ
る
。」

　

こ
の
よ
う
な
違
法
性
概
念
が
不
要
と
さ
れ
る
根
拠
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
私
が
理
解
す
る
限
り
で
、

そ
の
主
張
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

①
「
権
利
侵
害
」
の
要
件
を
拡
大
す
る
機
能
が
役
割
を
終
え
た
こ
と

（
（5
（

　

わ
が
国
に
お
い
て
、「
違
法
性
」
概
念
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
「
権
利
侵
害
」
の
要
件
を
拡
大
す
る
と
い
う
、
特
殊
＝
日
本
法
的
機
能
と
、「
過

責
」
と
峻
別
・
対
置
さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
「
違
法
性
」
と
い
う
特
殊
＝
ド
イ
ツ
法
的
機
能
を
営
ん
だ
が

（
（5
（

、「
権
利
侵
害
」
の
要
件
の
拡
大
が
、

判
例
・
学
説
に
よ
っ
て
異
議
な
く
承
認
さ
れ
、
確
立
す
る
に
至
っ
た
と
き
、「
違
法
性
」
の
特
殊
＝
日
本
法
的
機
能
は
そ
の
役
割
を
果
た
し

終
え
た

（
（5
（

。
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②
わ
が
国
に
お
い
て
は
法
技
術
概
念
と
し
て
必
要
で
な
い
こ
と

（
（5
（

「
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
は
、『
違
法
性
』
と
『
過
責
』
と
の
峻
別
・
対
置
と
い
う
構
成
に
立
脚
し
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
構
成
は
単
に
不
法

行
為
の
要
件
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
の
法
制
度
〔
正
当
防
衛
、
緊
急
避
難
な
ど
〕
の
要
件
を
も
統
一
的
に
整
序
す
る
法
技
術
概
念
と
な
っ
て
い

る
（
（5
（

」（〔　

〕
内
、
田
中
に
よ
る
補
充
）。
そ
れ
に
対
し
て
、「
日
本
民
法
の
不
法
行
為
規
定
は
、
個
別
的
不
法
行
為
要
件
、『
絶
対
権
』
の
侵

害
と
そ
れ
以
外
の
法
益
の
侵
害
と
の
峻
別
、
違
法
性
と
故
意
過
失
と
の
峻
別
・
対
置
、
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
ド
イ
ツ
不
法
行
為

法
と
は
そ
の
性
格
を
全
く
異
に
し
て
い
る

（
（5
（

」。

　

わ
が
国
に
お
い
て
「
違
法
性
」
概
念
は
不
法
行
為
の
成
否
を
表
現
す
る
も
の
で
し
か
な
い
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
民
法

典
的
な
意
味
で
も
こ
れ
を
用
い
た
た
め
に
、
相
関
関
係
説
は
、「
違
法
性
」
の
理
論
的
体
系
的
位
置
づ
け
が
不
明
確
で
、
論
理
的
に
破
綻
し

て
い
る

（
（6
（

。
ド
イ
ツ
民
法
的
な
意
味
に
お
け
る
法
技
術
的
機
能
は
も
と
も
と
果
た
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る

（
（6
（

。

③
社
会
に
お
け
る
危
険
の
広
汎
化
・
高
度
化
の
た
め
不
法
行
為
の
成
立
を
極
度
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

（
（6
（

　

ド
イ
ツ
民
法
典
は
個
別
的
不
法
行
為
要
件
を
採
用
し
て
い
る
が
、「
こ
の
よ
う
な
立
法
主
義
は
、
第
二
草
案
の
覚
書
も
認
め
て
い
る
よ
う

に
比
較
法
上
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
裁
判
官
の
裁
量
の
余
地
を
小
さ
く
し
て
法
的
安
定
性
に
資
す
る
と
い
う
長
所
と
同
時
に
、
元
来
、
そ
の

個
別
的
要
件
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
保
護
さ
れ
え
な
い
法
益
が
存
在
す
る
と
い
う
帰
結
を
予
想
し
て
い
る
。
社
会
生
活
の
進
展
に
伴
い
、
各

種
の
新
し
い
社
会
的
利
益
が
発
生
し
、
そ
れ
が
不
法
行
為
法
上
の
保
護
を
要
求
す
る
に
至
る
と
、
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
修
正
を
迫
ら
れ
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
利
益
に
よ
っ
て
完
全
な
保
護
を
与
え
得
な
い
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
の
個
別
的
要
件
主
義
は
、
そ
の
重
大
な
短
所
と
し
て
意

識
さ
れ
て
く
る
。
事
実
、
ド
イ
ツ
民
法
典
制
定
後
の
判
例
の
発
展
は
、
個
別
的
要
件
主
義
の
変
容
と
そ
の
再
編
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の

で
あ
る

（
（6
（

」。

④
「
過
失
」
の
客
観
化
に
よ
る
「
違
法
性
」
と
「
過
失
」
の
区
別
の
困
難

（
（6
（

　

伝
統
的
不
法
行
為
理
論
に
よ
れ
ば
、「
過
失
」
は
、「
違
法
性
」
と
峻
別
さ
れ
る
主
観
的
要
件
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
企
業
の
発

（法政研究 85－３・４－212）
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達
と
保
険
制
度
の
発
展
と
は
不
法
行
為
法
の
も
つ
損
害
填
補
機
能
を
前
面
に
押
し
出
す
。
こ
の
結
果
、
裁
判
官
が
右
の
よ
う
な
者
〔「
社
会

生
活
を
営
む
者
が
損
害
の
発
生
を
避
け
る
べ
く
『
意
思
』
を
緊
張
さ
せ
て
い
た
場
合
や
加
害
行
為
者
が
か
よ
う
な
『
意
思
』
を
形
成
す
る
能

力
す
ら
な
い
者
で
あ
る
場
合
」〕
に
対
し
て
も
な
お
か
つ
損
害
填
補
の
た
め
に
不
法
行
為
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
法
的
価
値
判
断

に
立
脚
す
る
と
き
、『
過
失
』
概
念
は
意
思
的
構
成
を
離
れ
て
客
観
化
せ
ざ
る
を
得
な
い

（
（6
（

」（〔　

〕
内
、
田
中
に
よ
る
補
充
）。

　

ま
た
、
内
心
の
意
思
の
立
証
は
困
難
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
法
的
保
護
を
拒
否
で
き
な
い
た
め
、「
裁
判
官
が
外
部
的
な
行
為
か

ら
『
意
思
』
を
推
断
あ
る
い
は
擬
制
す
る
」
こ
と
が
多
く
な
る
。
特
に
、
過
失
の
場
合
に
は
、
注
意
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
し
な
か
っ
た
と

い
う
価
値
判
断
で
あ
る
た
め
、「
意
思
」
に
関
連
さ
せ
な
く
て
も
、
過
失
の
存
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
こ
の
結
果
、
判
例
の
実
際

の
理
由
づ
け
の
上
で
は
、『
過
失
』
は
ド
イ
ツ
民
法
的
な
意
味
に
お
け
る
『
違
法
性
』
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る

（
（6
（

」。

　

さ
ら
に
、「
権
利
侵
害
」
の
要
件
が
拡
大
さ
れ
、「
権
利
侵
害
」
が
、
不
法
行
為
の
成
立
を
限
定
す
る
機
能
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
な
っ
た

た
め
、「
不
法
行
為
の
成
立
を
限
定
す
る
機
能
は
、
あ
げ
て
『
過
失
』
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
ド
イ
ツ
民
法
と
は
異
な
る

事
情
か
ら
、
違
法
性
と
過
失
が
融
合
し
た

（
（6
（

。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
違
法
性
概
念
に
期
待
さ
れ
て
い
た
機
能
の
う
ち
、
特
殊
＝
日
本
法
的
な
機
能
で
あ
る
「
権
利
侵
害
」
の
要
件
の
拡
大

は
、
そ
の
拡
大
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
失
わ
れ
、「
過
責
」
と
峻
別
・
対
置
さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
「
違
法
性
」
と
い
う
特
殊
＝
ド
イ
ツ

法
的
な
機
能
は
、
日
本
の
不
法
行
為
法
は
ド
イ
ツ
の
不
法
行
為
法
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
は
、
そ

も
そ
も
そ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
社
会
に
お
け
る
危
険
の
広
汎
化
・
高
度
化
の
中
で
不
法
行
為
の
成
立
範
囲

を
極
度
に
限
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、「
過
失
」
の
客
観
化
と
と
も
に
「
違
法
性
」
と
融
合
し
て
し
ま
い
、
区
別
の
必
要
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る

（
（6
（

。
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五　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

先
行
研
究
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
き
た
よ
う
に

（
（6
（

、
日
本
民
法
の
起
草
者
は
、「
権
利
侵
害
」
の
要
件
に
不
法
行
為
の
成
立
範
囲
及
び
被

害
者
の
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
起
草
者
は
、「
権
利
」
を
、
生
命
、
身
体
、
名
誉
、
さ
ら
に
は
債
権
ま
で
も
含
む
、
か

な
り
広
い
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
が
、
末
川
は
「
権
利
侵
害
」
を
違
法
性
の
徴
表
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
不
法
行
為
の
成
立
範
囲
を
、

さ
ら
に
法
規
違
反
や
公
序
良
俗
違
反
に
ま
で
拡
大
し
た
。
平
井
が
指
摘
し
た
、「
違
法
性
」
概
念
に
期
待
さ
れ
て
い
た
「
権
利
侵
害
」
の
要

件
を
拡
大
す
る
と
い
う
特
殊
＝
日
本
法
的
機
能
は
、
大
学
湯
事
件
判
決
や
末
川
・
我
妻
に
よ
る
法
規
違
反
や
公
序
良
俗
違
反
と
い
う
違
法
類

型
の
承
認
に
よ
っ
て
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
起
草
者
に
よ
っ
て
「
権
利
侵
害
」
に
期
待
さ
れ
て
い
た
不
法
行
為
の
成
立
範
囲
を
限
定
す
る
機
能
が
、「
違
法
性
」
概
念
に
置

き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
失
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
必
要
が
あ
る
。「
違
法
性
」
概
念
に
よ
っ
て
、
不
法
行
為

の
成
立
範
囲
が
な
お
限
定
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
余
地
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
違
法
性
」
概
念
に
「
過
失
」
と
は
異
な
る
独
自
性
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、「
過
責
」
と
峻
別
・

対
置
さ
れ
た
意
味
に
お
け
る
「
違
法
性
」
と
い
う
特
殊
＝
ド
イ
ツ
法
的
機
能
が
問
題
に
な
る
。
た
し
か
に
日
本
民
法
の
不
法
行
為
規
定
は
、

個
別
的
不
法
行
為
要
件
を
採
用
し
て
い
な
い
が
、
冒
頭
に
引
用
し
た
大
学
湯
事
件
判
決
が
「
未
タ
目
ス
ル
ニ
権
利
ヲ
以
テ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
」

と
し
、
ま
た
、
景
観
利
益
に
関
す
る
最
高
裁
平
成
一
八
年
判
決
も
「
権
利
」
と
「
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
」
と
を
区
別
し
て
お
り
、
平
井

が
日
本
民
法
の
不
法
行
為
規
定
に
つ
い
て
「『
絶
対
権
』
の
侵
害
と
そ
れ
以
外
の
法
益
の
侵
害
と
の
峻
別
、
違
法
性
と
故
意
過
失
と
の
峻
別
・

対
置
、
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
と
は
そ
の
性
格
を
全
く
異
に
し
て
い
る
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

　

我
妻
以
降
通
説
化
し
た
相
関
関
係
説
は
、
被
侵
害
利
益
の
種
類
と
侵
害
行
為
の
態
容
と
の
相
関
関
係
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
権

（法政研究 85－３・４－214）



不法行為における「違法性」概念についての覚書（田中）

991

利
侵
害
と
そ
の
ほ
か
の
違
法
類
型
と
の
間
の
違
い
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
我
妻
が
支
持
す
る
末
川
は
、

不
法
行
為
の
成
立
範
囲
を
拡
大
し
た
が
、
権
利
を
「
積
極
的
な
独
立
の
も
の
」、「
許
容
的
法
規
と
の
関
係
に
お
い
て
積
極
的
な
も
の
」
と
し

て
（
（7
（

、
命
令
的
法
規
と
区
別
し
て
お
り
、「
権
利
侵
害
」
が
違
法
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
以
外
の
違
法
と
を
区
別
し
て
い
る
。

　

我
妻
の
考
え
方
の
背
景
に
は
、
法
律
の
指
導
原
理
が
個
人
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
か
ら
、
社
会
協
同
生
活
の
全
体
的
向
上
を
理
想
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
個
人
本
位
の
法
律
思
想
か
ら
団
体
本
位
の
法
律
思
想
へ
の
変
化
）
に
対
応
す
る
形
で
、
不
法
行
為
制
度
の
新
し
い

指
導
原
理
を
、「
社
会
生
活
に
於
け
る
損
失
の
公
平
妥
当
な
る
分
担
」
に
求
め
、「
個
人
の
自
由
活
動
の
最
少
限
度
の
制
限
た
る
思
想
か
ら
、

人
類
社
会
に
於
け
る
損
失
の
公
平
妥
当
な
る
分
配
の
思
想
へ
」
と
い
う
こ
と
に
不
法
行
為
制
度
の
指
導
原
理
の
推
移
を
見
て
い
る
こ
と
が
あ

る
（
（7
（

。
こ
の
よ
う
な
「『
権
利
本
位
』
の
法
律
観
か
ら
『
社
会
本
位
』
の
法
律
観
へ
と
い
う
基
本
姿
勢
」
は
、
末
川
・
我
妻
に
共
通
す
る
も
の

と
さ
れ
る

（
（7
（

。
た
し
か
に
、
末
川
は
、
権
利
を
「
法
律
秩
序
」
と
関
連
さ
せ
、
権
利
侵
害
を
違
法
性
の
徴
表
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

不
法
行
為
の
成
立
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
違
法
や
権
利
を
「
法
律
秩
序
」
と
の
関
係
で
理
解
し
、「
民
法
が
権
利
侵
害
を
要
件
と

し
て
い
る
の
は
、
被
害
者
の
個
人
的
な
立
場
の
た
め
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
法
律
そ
の
も
の
の
立
場
か
ら
い
わ
ば
客
観
的
に
加
害
者

の
行
為
に
つ
い
て
の
評
価
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る

（
（7
（

」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
不
法
行
為
の
成
立
要
件
を
「
法
律
秩
序
」
に

関
連
づ
け
る
た
め
の
論
述
で
あ
っ
て
、「
法
律
秩
序
」
そ
の
も
の
が
「
権
利
本
位
」
か
ら
「
社
会
本
位
」
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
末
川
の
議
論
の
重
点
は
、
不
法
行
為
の
成
立
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
り

（
（7
（

、
む
し
ろ
、「
現
代
の
わ
が
成
法
に
つ
い
て
観
る
な
ら
ば
、

私
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
個
人
の
自
由
、
個
人
の
意
思
と
い
う
よ
う
な
個
人
の
立
場
を
基
点
と
す
る
考
え
方
が
指
導
的
と
な
っ
て
い
る
結

果
、
個
人
が
或
る
こ
と
を
為
し
得
る
と
い
う
よ
う
な
方
面
か
ら
法
規
を
立
て
よ
う
と
す
る
傾
向
の
も
と
に
、
法
規
の
多
く
は
許
容
的
な
内
容

を
顕
現
し
て
表
面
に
浮
か
び
出
て
い
る
の
で
あ
る

（
（7
（

」
と
し
、
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
権
利
を
「
積
極
的
な
独
立
の
も
の
」、「
許
容

的
法
規
と
の
関
係
に
お
い
て
積
極
的
な
も
の
」
と
し
て
、
命
令
的
法
規
と
区
別
し
て
理
解
し
て
お
り
、
末
川
が
理
解
す
る
「
法
律
秩
序
」
は

な
お
「
権
利
本
位
」
の
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
末
川
が
「
法
律
秩
序
」
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
利
を
法
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律
以
前
の
も
の
と
す
る
立
場
よ
り
も
、
権
利
が
法
律
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
余
地
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
我
妻
の
よ
う
な

「
社
会
本
位
」
へ
の
法
律
観
の
転
換
の
「
契
機
」
と
な
っ
た
と
は
い
え
て
も
、
末
川
自
身
に
お
い
て
転
換
そ
れ
自
体
が
行
な
わ
れ
た
と
ま
で

い
え
る
の
か
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る

（
（7
（

。

　

末
川
の
「『
権
利
侵
害
論
』
は
、
主
に
ド
イ
ツ
民
法
学
説
を
根
拠
と
し
た
概
念
的
色
彩
の
強
い
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
判

例
・
学
説
の
体
系
化
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
は
む
し
ろ
我
妻
博
士
の
著
作
、
特
に
昭
和
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
事
務
管
理
・
不
当

利
得
・
不
法
行
為
』
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

（
（7
（

」
と
さ
れ
る
が
、
末
川
と
我
妻
に
違
い
が
あ
り
、
末
川
に
お
い
て
、「
過
責
」
と
峻
別
・
対
置

さ
れ
る
意
味
に
お
け
る
「
違
法
性
」
概
念
、
そ
し
て
、「
権
利
侵
害
」
と
「
そ
れ
以
外
の
法
益
の
侵
害
」
と
の
峻
別
が
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法

か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
次
の
課
題
は
、
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
に
お
い
て
「
違
法
性
」
概
念
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
社
会
に
お
け
る
危
険
の
広
汎
化
・
高
度
化
の
中
で
「
違
法
性
」
概
念
が
果
た
し
う
る

役
割
、
ま
た
、
末
川
が
抽
象
的
な
人
を
標
準
と
す
る
過
責
を
問
題
に
し
な
が
ら
も
、
な
お
そ
れ
を
違
法
性
と
区
別
で
き
る
と
考
え
て
い
た
こ

と
と
の
関
係
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
過
失
と
の
区
別
が
困
難
と
さ
れ
る
、「
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
」

に
つ
い
て
の
違
法
性
判
断
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
（7
（

。
今
後
の
課
題
で
あ
る

（
（7
（

。

（
１�

）　

本
稿
に
お
い
て
は
、
引
用
に
際
し
て
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
て
い
る
。

（
２�

）　

末
川
博
『
権
利
侵
害
と
権
利
濫
用
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
二
六
三
頁
以
下
、
特
に
四
六
六
頁
以
下
。

（
３�

）　

我
妻
栄
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」『
新
法
学
全
集
第
十
巻　

民
法
Ⅳ
債
権
各
論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
七
年
、
復
刻
版
一
九
八
九
年
）

一
〇
〇
頁
以
下
、
一
二
〇
頁
以
下
、
同
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」『
現
代
法
学
全
集
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
一
年
）
八
九
頁
以
下
、
一
二
一
頁
以
下
。

（
４�

）　

平
井
宜
雄
『
損
害
賠
償
法
の
理
論
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
三
七
五
頁
。

（
５�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
六
七
頁
以
下
、
同
『
債
権
各
論
Ⅱ
不
法
行
為
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
二
年
）
二
一
頁
以
下
。
な
お
、
平
井
説
の
ま
と
め
と

そ
れ
に
対
す
る
学
説
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
手
嶋
豊
「
過
失
一
元
論
」『
現
代
不
法
行
為
法
学
の
分
析
』（
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
九
七
年
）
二
一
頁
以

下
参
照
。
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（
６�

）　

瀬
川
信
久
「
民
法
七
〇
九
条
（
不
法
行
為
の
一
般
的
要
件
）」『
民
法
典
の
百
年
Ⅲ
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
五
五
九
頁
以
下
、『
新
注
釈
民
法
（
15
）』

（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
二
九
三
頁
以
下
〔
橋
本
佳
幸
〕、
前
田
陽
一
「
不
法
行
為
に
お
け
る
権
利
侵
害
・
違
法
性
論
の
系
譜
と
判
例
理
論
の
展
開
に

関
す
る
覚
書
」『
民
法
学
に
お
け
る
法
と
政
策
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
四
七
六
頁
以
下
。

（
７�
）　

能
見
善
久
「
新
し
い
法
益
と
不
法
行
為
法
の
課
題
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
三
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
八
頁
以
下
、
同
「
不
法
行
為
の
機
能
・
要
件
の
再
構
成
」

Ｎ
Ｂ
Ｌ
九
三
七
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
八
頁
以
下
。

（
８�

）　

錦
織
成
史
「
違
法
性
と
過
失
」『
民
法
講
座
第
六
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
）
一
三
三
頁
以
下
、
瀬
川
・
前
掲
（
注
６
）
五
六
〇
頁
以
下
、
櫛
比

昭
人
「
明
治
民
法
『
不
法
行
為
法
』
に
お
け
る
起
草
者
意
思
の
探
究
」
法
学
政
治
学
論
究
六
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
八
九
頁
以
下
、
同
「
明
治
民
法

七
〇
九
条
の
『
過
失
』
と
『
権
利
侵
害
』」
法
学
政
治
学
論
究
七
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
八
七
頁
以
下
、
大
河
純
夫
「
民
法
七
〇
九
条
『
権
利
侵
害
』
再

考
」『
市
民
法
学
の
歴
史
的
・
思
想
的
展
開
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）
五
二
五
頁
以
下
、
前
田
（
陽
）・
前
掲
（
注
６
）
四
四
五
頁
以
下
、
松
原
孝
明
「
違

法
性
論
と
権
利
論
の
対
立
に
つ
い
て　

序
論
」
上
智
法
学
論
集
五
九
巻
四
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
六
七
頁
以
下
。

（
９�

）　

大
塚
直
「
民
法
７
０
９
条
の
現
代
語
化
と
権
利
侵
害
論
に
関
す
る
覚
書
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
八
六
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
七
頁
以
下
。
池
田
真
朗

編
『
新
し
い
民
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
九
九
頁
以
下
（
執
筆
者
・
水
野
謙
）
は
、「
新
７
０
９
条
の
い
う
《
権
利
》
…
（
略
）
…
は
、
旧
７
０
９

条
の
『
権
利
』
か
ら
新
７
０
９
条
の
い
う
『
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
』
を
除
い
た
残
り
の
部
分
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
」
と
す
る
。「
権
利
」
と
「
法

律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
」
と
「
違
法
性
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
大
塚
直
「
保
護
法
益
と
し
て
の
人
身
と
人
格
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
二
六
号
（
一
九

九
八
年
）
三
六
頁
以
下
、
藤
岡
康
宏
「
不
法
行
為
と
権
利
論
」
早
稲
田
法
学
八
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
五
九
頁
以
下
、
山
本
敬
三
「
不
法
行
為

法
学
の
再
検
討
と
新
た
な
展
望
」
法
学
論
叢
一
五
四
巻
四
・
五
・
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）
二
九
二
頁
以
下
、
同
「
基
本
権
の
保
護
と
不
法
行
為
法
の
役
割
」

民
法
研
究
五
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
七
頁
以
下
、
同
「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
『
権
利
又
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
』
の
侵
害
要
件
の
現
況
と
立
法

的
課
題
」『
別
冊
Ｎ
Ｂ
ＬN

o.155　

不
法
行
為
法
の
立
法
的
課
題
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
五
年
）
一
〇
五
頁
以
下
、
吉
村
良
一
『
市
民
法
と
不
法
行
為

法
の
理
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
五
七
頁
以
下
（「
不
法
行
為
法
の
基
本
枠
組
み
」）、
一
八
一
頁
以
下
（「
不
法
行
為
法
に
お
け
る
権
利

侵
害
要
件
の
『
再
生
』」）、
二
一
六
頁
以
下
（「
保
護
法
益
の
多
様
化
と
不
法
行
為
法
の
基
本
要
件
」）、『
新
注
釈
民
法
（
15
）』
二
九
六
頁
以
下
〔
橋
本
〕

も
参
照
。

（
10�

）　

訳
文
は
『
注
釈
ド
イ
ツ
不
当
利
得
・
不
法
行
為
法
』（
三
省
堂
、
一
九
九
〇
年
）
に
よ
る
。

（
11�

）　Y
u-Cheol Shin, D

as koreanische H
aftungsrecht, 50 Jahre K

oreanisches Zivilgesetzbuch, Bobm
unsa, 2011, S.447ff.

（
12�

）　Code civil A
rticle 1240. - T

out fait quelconque de l’hom
m

e, qui cause à autrui un dom
m

age, oblige celui par la faute duquel 
il est arrivé à le réparer.

（
13�

）　

訳
文
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
「
事
業
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
項
目
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
法
整
備
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」

（85－３・４－217）
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で
公
開
さ
れ
て
い
る
住
田
尚
之
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
長
期
専
門
家
・
日
本
国
弁
護
士
）
の
訳
に
よ
る
。
同
じ
内
容
の
も
の
が
、
法
務
総
合
研
究
所
国
際
協
力
部

の
サ
イ
ト
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
（
な
お
、
以
下
に
お
い
て
引
用
す
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
本
稿
を
通
じ
て
二
〇
一
八
年
一
一
月
六
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
）。

ま
た
、
独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
） 

北
京
セ
ン
タ
ー
知
的
財
産
権
部
編
「
中
華
人
民
共
和
国
権
利
侵
害
責
任
法
」（
二
〇
一
〇
年

七
月
一
日
改
正
） http://jp.theorychina.org/chinatoday_2483/law

/201209/W
020120924521711802398.pdf

も
参
照
し
て
い
る
。
中
国
権
利
侵

害
責
任
法
に
つ
い
て
は
、
住
田
尚
之
「
中
国
に
お
け
る
新
し
い
不
法
行
為
法
の
制
定
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
〇
六
号
（
二
〇
一
〇
年
）
四
五
頁
以
下
も
参
照
。

（
14�

）　Principles, D
efinitions and M

odel Rules of European Private Law
, D

raft Com
m

on Fram
e of Reference 

（D
CFR

）, V
olum

e 4, 
sellier, 2009, p.3092

、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
コ
ツ
ィ
オ
ル
／
若
林
三
奈
（
訳
）「『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
グ
ル
ー
プ
』
に
よ
る
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為

法
原
則
』」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
の
展
開
と
課
題
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
八
年
）
八
五
頁
以
下
、
特
に
九
二
頁
参
照
。
不
法
行
為
の
基
本
準
則
・
規
範

を
定
め
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
共
通
参
照
枠
草
案
（
Ｄ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）V

I. – 1

：101

条
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
不
法
行
為
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｌ
）
第1

：101

条
で
は
「
違

法
性
」（w

rongfullness
）
概
念
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
前
掲
（
注
９　

別
冊
Ｎ
Ｂ
ＬN

o.155

）
二
六
九
頁
以
下
、
二
七
九
頁
以
下
参
照
。

（
15�

）　

錦
織
・
前
掲
（
注
８
）
一
四
一
頁
以
下
。
前
田
陽
一
「
損
害
賠
償
の
範
囲
」『
新
・
現
代
損
害
賠
償
法
講
座
第
六
巻
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）

七
〇
頁
は
「
主
観
的
な
『
過
失
』
と
区
別
さ
れ
た
客
観
的
な
行
為
義
務
違
反
と
し
て
の
『
違
法
性
』
の
観
念
を
『
権
利
侵
害
』
に
積
極
的
に
担
わ
せ
よ

う
と
す
る
考
え
は
窺
わ
れ
な
い
」
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
松
原
・
前
掲
（
注
８
）
一
七
六
頁
以
下
は
、
推
測
が
含
ま
れ
る
と
し
つ
つ
も
、「
や
は
り

民
法
典
起
草
の
段
階
か
ら
権
利
侵
害
＝
違
法
行
為
と
の
発
想
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
す
る
。

（
16�

）　
『
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
五　

法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
五
』（
以
下
で
は
「
速
記
録
五
」
と
し
て
引
用
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）

四
一
一
頁
以
下
。
穂
積
陳
重
は
、
緊
急
避
難
に
は
故
意
・
過
失
が
な
い
と
す
る
。
星
野
英
一
「
権
利
侵
害
」『
日
本
不
法
行
為
法
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
』（
有

斐
閣
、
一
九
八
八
年
）
三
九
頁
注
29
参
照
。

（
17�

）　

速
記
録
五
・
二
九
五
頁
下
段
、
二
九
六
頁
下
段
、
二
九
八
頁
下
段
（
い
ず
れ
も
穂
積
）。
な
お
、
二
九
五
頁
下
段
（
日
本
学
術
振
興
会
『
法
典
調
査

会
民
法
議
事
速
記
録
第
四
拾
巻
』
一
四
二
丁
表
）
の
「
法
ニ
在
ラ
ザ
ル
行
為
ヨ
リ
シ
テ
損
害
ガ
出
マ
シ
テ
モ
是
ハ
債
権
ノ
原
因
ト
認
メ
マ
セ
ヌ
カ
ラ
シ
テ
」

は
直
前
に
「
不
」
が
欠
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
18�
）　

大
河
・
前
掲
（
注
８
）
五
三
三
頁
参
照
。
法
典
調
査
会
の
審
議
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
で
あ
り
、
法
典
調
査
会
の
参
考
条
文
と
し
て
ド
イ
ツ

民
法
第
一
草
案
七
〇
四
条
、
第
二
草
案
七
四
六
条
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
速
記
録
五
・
二
九
六
頁
下
段
）。
こ
の
時
点
で
す
で
に
『
独
逸
民
法
草
案
第
二

編
理
由
書
巻
三
』（
司
法
省
、
一
八
九
〇
年
）
が
あ
り
、w

iderrechtlich

に
「
違
法
」
の
訳
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
日
本
民
法
典
の
起
草
に

際
し
て
、
こ
の
語
を
使
用
し
な
か
っ
た
の
か
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

（
19�

）　

速
記
録
五
・
二
九
五
頁
上
段
（
穂
積
）。

（
20�

）　

錦
織
・
前
掲
（
注
８
）
一
三
六
頁
、
前
田
（
陽
）・
前
掲
（
注
15
）
七
〇
頁
、
同
・
前
掲
（
注
６
）
四
五
四
頁
参
照
。

（法政研究 85－３・４－218）
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（
21�
）　

速
記
録
五
・
二
九
五
頁
下
段
（
穂
積
）。

（
22�

）　

速
記
録
五
・
二
九
八
頁
下
段
以
下
（
穂
積
）。
同
三
一
四
頁
下
段
（
穂
積
）
も
参
照
。

（
23�
）　

速
記
録
五
・
二
九
七
頁
下
段
、
三
〇
二
頁
下
段
（
い
ず
れ
も
穂
積
）。

（
24�
）　

瀬
川
・
前
掲
（
注
６
）
五
六
二
頁
以
下
、
池
田
清
治
『
契
約
交
渉
の
破
棄
と
そ
の
責
任
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
）
三
三
〇
頁
参
照
。

（
25�
）　

速
記
録
五
・
三
〇
七
頁
上
段
以
下
（
穂
積
）。

（
26�
）　

速
記
録
五
・
三
一
七
頁
上
段
。
錦
織
・
前
掲
（
注
８
）
一
五
三
頁
は
、
富
井
が
補
足
し
た
趣
旨
に
つ
い
て
「
富
井
委
員
は
右
の
穂
積
委
員
の
説
明

の
中
に
こ
の
設
例
で
は
過
失
が
な
い
と
い
う
趣
旨
に
と
ら
れ
る
お
そ
れ
を
抱
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
」
と
す
る
が
、
穂
積
が
最
後
に
掻
上
げ
堤
や
日

（
火
？
）
除
け
に
言
及
し
て
「
兎
ニ
角
権
利
ノ
侵
害
ニ
ナ
レ
バ
本
案
デ
ハ
其
結
果
ノ
大
小
ニ
依
ラ
ズ
其
責
ヲ
負
ハ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ヌ
ト
云
フ
立
テ
方
ニ
ナ
ツ

テ
居
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
最
後
に
述
べ
た
た
め
、
掻
上
げ
堤
の
例
で
も
責
任
が
発
生
す
る
と
誤
解
さ
れ
か
ね
な
い
と
危
惧
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

（
27�

）　

錦
織
・
前
掲
（
注
８
）
一
三
九
頁
、
藤
岡
康
宏
『
損
害
賠
償
法
の
構
造
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
六
〇
頁
、
櫛
比
・
前
掲
（
注
８　

論
究
七
二
号
）

九
九
頁
以
下
。

（
28�

）　

速
記
録
五
・
二
九
八
頁
下
段
、
二
九
九
頁
下
段
（
い
ず
れ
も
穂
積
）。

（
29�

）　

速
記
録
五
・
二
九
七
頁
上
段
（
穂
積
）。

（
30�
）　

速
記
録
五
・
三
二
二
頁
上
段
。
な
お
、
速
記
録
五
・
三
〇
五
頁
下
段
以
下
の
土
方
寧
の
見
解
は
、
損
賠
賠
償
の
範
囲
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
31�

）　

速
記
録
五
・
二
九
八
頁
上
段
。

（
32�
）　

錦
織
・
前
掲
（
注
８
）
一
四
三
頁
注
28
、
一
五
一
頁
は
、
違
法
性
を
客
観
的
行
為
評
価
規
範
違
反
と
し
、
過
失
は
そ
れ
と
区
別
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

藤
岡
・
前
掲
（
注
27
）
六
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
33�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
三
八
五
頁
。
同
書
三
八
六
頁
以
下
で
は
、
主
観
的
違
法
の
考
え
方
を
採
る
の
が
メ
ル
ケ
ル
、
客
観
的
違
法
の
考
え
方
を
採
る

の
が
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
（
折
衷
説
）、
ト
ー
ン
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
学
説
が
対
立
す
る
に
至
っ
た
根
本
の
理
由
は
、
特
に
法
律
規
範
の
名
宛
人
に
関
す

る
問
題
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
三
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
34�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
三
九
一
頁
以
下
。
末
川
は
、
人
の
故
意
に
よ
る
行
為
の
場
合
も
、
同
じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。

（
35�
）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
三
九
五
頁
以
下
。

（
36�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
三
九
七
頁
以
下
。

（
37�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
三
九
八
頁
。

（
38�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
三
九
八
頁
以
下
。
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（
39�
）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
〇
〇
頁
以
下
。

（
40�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
〇
六
頁
。

（
41�
）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
〇
六
頁
。

（
42�
）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
一
一
頁
。

（
43�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
四
七
頁
。

（
44�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
六
〇
頁
、
四
四
六
頁
以
下
。

（
45�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
六
三
頁
以
下
。

（
46�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
七
〇
頁
。

（
47�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
七
二
頁
以
下
。

（
48�
）　

我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」）
一
〇
〇
頁
、
同
・
前
掲
（
注
３
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」）
九
〇
頁
。

（
49�

）　

我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」）
一
二
五
頁
、
同
・
前
掲
（
注
３
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」）
九
一
頁
。

（
50�

）　

我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」）
九
一
頁
。
同
書
一
二
一
頁
以
下
も
参
照
。
な
お
、
我
妻
は
、
不
法
行
為
が
損
害
の
公
平
な
分
担
を

決
定
す
る
標
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
適
法
な
る
行
為
に
基
く
損
害
の
賠
償
」
も
問
題
に
な
る
と
す
る
。
我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
事
務
管
理
・
不

当
利
得
・
不
法
行
為
」）
一
〇
一
頁
、
同
・
前
掲
（
注
３
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」）
九
一
頁
以
下
参
照
。

（
51�

）　

我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」）
一
〇
三
頁
。
我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」）
九
四
頁
も
参
照
。

（
52�
）　

我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」）
一
〇
五
頁
。
我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」）
九
七
頁
も
参
照
。

（
53�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
五
一
頁
。
最
広
義
の
⒜
で
は
、
犯
罪
や
債
務
不
履
行
も
「
違
法
」
行
為
と
な
る
。

（
54�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
５
）
二
三
頁
（
ア
）。

（
55�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
六
四
頁
。

（
56�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
八
二
頁
。
倉
田
卓
次
「
交
通
事
故
と
企
業
の
損
害
」（
初
出
一
九
六
八
年
）『
民
事
交
通
訴
訟
の
課
題
』（
日
本
評
論
社
、

一
九
七
〇
年
）
六
八
頁
も
参
照
。

（
57�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
５
）
二
四
頁
。

（
58�
）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
四
八
頁
。

（
59�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
六
一
頁
。
同
書
三
八
一
頁
も
参
照
。

（
60�
）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
七
八
頁
以
下
。

（
61�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
八
三
頁
。
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（
62�
）　

平
井
・
前
掲
（
注
５
）
二
三
頁
（
ウ
）。

（
63�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
四
七
頁
以
下
。

（
64�
）　

平
井
・
前
掲
（
注
５
）
二
三
頁
（
イ
）、
二
五
頁
以
下
。

（
65�
）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
九
一
頁
。
同
書
三
四
八
頁
以
下
も
参
照
。
過
失
と
違
法
性
と
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
前
田
達
明
『
不
法
行
為
帰
責
論
』（
創

文
社
、
一
九
七
八
年
）
八
九
頁
以
下
、
一
八
三
頁
以
下
も
参
照
。

（
66�

）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
九
二
頁
以
下
。

（
67�
）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
九
四
頁
以
下
。
同
・
前
掲
（
注
５
）
二
三
頁
も
参
照
。

（
68�

）　
「
過
失
」
と
「
違
法
性
」
が
融
合
す
る
結
果
、
そ
れ
を
「
過
失
」
と
呼
ぶ
か
、「
違
法
性
」
と
呼
ぶ
か
が
問
題
に
な
る
が
、
平
井
・
前
掲
（
注
５
）
二
四
頁
は
、

民
法
七
〇
九
条
と
整
合
的
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
、
過
失
の
語
の
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る
。
同
・（
注
４
）
三
九
五
頁
以
下
も

参
照
。

（
69�

）　

山
本
・
前
掲
（
注
９　

法
学
論
叢
）
二
九
八
頁
、
前
田
（
陽
）・
前
掲
（
注
６
）
四
五
三
頁
以
下
、
瀬
川
・
前
掲
（
注
６
）
五
六
二
頁
以
下
、
山
口
成
樹
「
不

法
行
為
の
間
接
被
害
者
と
損
害
賠
償
請
求
権
」『
民
法
学
に
お
け
る
法
と
政
策
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
五
七
三
頁
、
五
八
九
頁
以
下
等
。

（
70�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
六
〇
、
四
五
〇
頁
。

（
71�

）　

我
妻
・
前
掲
（
注
３
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
」）
九
五
頁
、
同
・
前
掲
（
注
３
「
債
権
法
（
不
法
行
為
）」）
八
二
頁
。

（
72�

）　

山
本
・
前
掲
（
注
９　

法
学
論
叢
）
三
〇
四
頁
以
下
、
三
〇
八
頁
。

（
73�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
七
三
頁
。

（
74�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
三
八
三
頁
、
四
七
九
頁
。

（
75�

）　

末
川
・
前
掲
（
注
２
）
四
四
六
頁
。

（
76�

）　

原
島
重
義
「
わ
が
国
に
お
け
る
権
利
論
の
推
移
」（
初
出
一
九
七
六
年
）『
市
民
法
の
理
論
』（
創
文
社
、
二
〇
一
一
年
）
四
七
四
頁
以
下
。「《
座
談
会
》

末
川
先
生
の
民
法
学
」
法
律
時
報
四
九
巻
六
号
（
一
九
七
七
年
）
一
八
頁
以
下
の
西
原
道
雄
の
発
言
「
権
利
を
た
だ
自
由
主
義
的
個
人
主
義
的
な
立
場

か
ら
み
よ
う
と
す
る
傾
向
に
対
す
る
反
発
な
い
し
は
懐
疑
が
一
つ
の
動
機
」（
一
九
頁
上
段
）
と
原
島
重
義
の
発
言
「
自
由
主
義
的
な
考
え
、
あ
る
い
は

権
利
を
一
つ
の
重
要
な
柱
と
し
て
考
え
続
け
て
お
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
二
二
頁
中
段
）
も
参
照
。
な
お
、
原
島
は
、
我
妻
に
つ
い
て
も
、
受
忍

限
度
論
と
区
別
す
る
形
で
、
末
川
と
共
通
す
る
面
を
強
調
し
て
い
る
（
二
三
頁
中
段
以
下
）。
末
川
と
我
妻
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
・
前
掲
（
注
９
）

一
七
三
頁
、
一
八
六
頁
、
同
・
前
掲
（
注
27
）
二
二
頁
、
松
原
・
前
掲
（
注
８
）
一
九
〇
頁
以
下
も
参
照
。

（
77�
）　

平
井
・
前
掲
（
注
４
）
三
七
三
頁
。

（
78�
）　

山
本
・
前
掲
（
注
９　

民
法
研
究
）
九
八
頁
以
下
及
び
一
〇
六
頁
以
下
参
照
。
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（
79�

）　

赤
松
秀
岳
先
生
に
は
、
ド
イ
ツ
留
学
や
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
研
究
会
等
を
通
じ
て
、
歴
史
研
究
の
重
要
性
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
筆
者
の
力
不
足
の
た
め
、

赤
松
先
生
の
ご
専
門
に
近
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
は
心
苦
し
い
限
り
で
あ
る
が
、
拙
文
を
献
呈
し
、
学
恩
に
感
謝
し
た
い
。
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